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北海道林業労働力確保促進基本計画検討懇談会（第１回）議事録 

 

１ 日時及び場所  

令和８年７月14日（火）１４：００～１６：００       

北海道第二水産ビル ３G会議室 

 

２ 出席者 

○構成員 11名全員出席 

○北海道水産林務部 

土屋技監 

（林業木材課）宮田林業振興担当課⾧、畑中課⾧補佐、相馬課⾧補佐、渡邊係⾧、上田係⾧、 

岩館主査、坂田主任、竹下主任、吉岡技師 

 

３ 会議次第 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 座⾧選出 

４ 議 事 

（１）林業労働力の確保の促進に関する基本計画の策定について 

（２）森林・林業及び林業雇用の動向について 

（３）北海道の林業担い手対策の実績・評価 

（４）北海道における林業労働対策の検討方向 

５ その他 

６ 閉 会 

 

４ 発言記録 

○畑中 課長補佐 

ただ今から、第１回北海道林業労働力確保促進基本計画検討懇談会を開催します。私は林業木材課の

畑中と申します。検討懇談会の進行は、開催要領により座⾧にお願いしたいと考えておりますが、座⾧

選出まで私が進行役を務めさせていただきます。 

なお、道の情報公開条例第26条により、傍聴及び議事概要などの会議記録の公開をさせていただきま

すので、あらかじめご了承ください。 

それでは開会に当たり、道の水産林務部技監の土屋よりご挨拶申し上げます。 

 

○土屋 技監 

皆様本日は大変お忙しい中、北海道林業労働力確保促進基本計画検討懇談会にご出席いただき、誠に

ありがとうございます。また、日頃から本道の林務行政の推進に対し、格別のご理解とご協力を賜って

いることに加え、本懇談会の構成員への就任をご快諾いただきましたことに、厚くお礼申し上げます。 

さて、本道の林業・木材産業は、人工林資源が本格的な利用期を迎える中、森林資源の循環利用や道

産木材の利用拡大など、今後さらなる発展が期待されております。一方で、それを支える担い手の確保・

育成が大きな課題となっています。 

道では、これまで関係団体と連携し、林業担い手の確保・定着・育成、労働環境改善、労働安全対策
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など、様々な施策を進めてまいりました。令和２年には北森カレッジを創設し、日頃から実習や就業支

援など、業界の関係者の皆様と一体となって、多数の卒業生を道内の林業・木材産業へ送り出すことが

できました。 

こうした取組により、本道の一次産業の労働者数が急速に減少する中、林業の従事者数は横ばいで推

移しており、通年雇用率や素材生産性の向上、労働災害の減少など、一定の成果が見られる一方で、将

来を見据えると、高齢化や新規就業者の定着、造林分野をはじめとする担い手不足への対応、事業体の

経営基盤の強化など、多くの課題が残されています。さらに近年は、スマート林業の進展や外国人材の

受入れに加えて、中東情勢など国際情勢の影響による資材・燃料価格の高騰など、林業を取り巻く環境

は大きく変化しており、持続的な林業経営に向けた担い手対策や経営基盤の強化が一層重要となってい

ます。 

このような状況を踏まえ、これからの林業を支える人材をどのように確保・育成していくのか、また、

現場の安全・安心をどう向上させていくのか、事業体の経営体質をどう強化していくのかといった視点

から、国の「林業労働力の確保の促進に関する法律」に基づいて、令和９年度を始期とした、第７期目

となる、本道の林業労働力確保のための基本計画を策定し、林業労働施策を展開してまいる考えです。 

本日は、本道林業を取り巻く状況や施策の成果、課題をご説明するとともに、第７期計画に盛り込む

べき方向性についてご意見をいただきたいと考えております。限られた時間ではありますが、それぞれ

のお立場から、忌憚のないご意見、ご提言を賜りますようお願い申し上げまして、開会に当たっての挨

拶とさせていただきます。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○畑中 課長補佐  

技監におかれては、業務都合によりここで退室させていただきます。 

それでは、本日は第１回目の検討懇談会ですので、構成員の皆様を私から紹介させていただきます。 

～名簿・配席図に基づき紹介～ 

次に、座⾧の選出を行いたいと思います。開催要領では、第４の「運営」の第２項で、「水産林務部⾧

が指名する」とありますので、学識経験者でもあり広く林業労働関係に精通しておられる北海学園大学

の早尻教授にお願いしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

○構成員一同 

 異議なし。 

 

○畑中 課長補佐  

皆様の賛同を得られましたので、この後は座⾧の進行により懇談会を進めて参りたいと思いますので

よろしくお願いします。 

  

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

座⾧を務めさせていただきます。改めてよろしくお願いいたします。 

本日の議事は、会議次第のとおり（１）から（４）となっておりますが、１項目毎に事務局から説明

を受け、ご質問やご意見を積極的にいただきたいと思います。それでは、議事（１）「林業労働力の確保

の促進に関する基本計画の策定について」、事務局から説明願います。 

 

○相馬 課長補佐 

林業木材課の相馬でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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それでは、基本計画の策定についてご説明します。はじめに、資料１「北海道における基本計画（第

７期）の策定について」をご覧ください。 

 ～資料１に基づき説明～ 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 ただ今の説明について、ご質問等があればお願いします。 

次に、議事（２）「森林・林業及び林業雇用の動向について」、事務局より説明願います。 

 

○相馬 課長補佐 

 ～資料２に基づき説明～ 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

ただいまの説明について、ご質問等があればお願いします。 

 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 
 このような資料を見てよく思うのですが、年齢構成等は示されていますが、勤続年数が分かるデータ

もあると実態が把握しやすいと思います。例えば、勤続５年以上や10年以上の人数が分かれば、どのく

らい⾧く働き続けているのかが見えてきます。北森カレッジについても、卒業して就職した人数だけで

なく、その後どの程度定着しているのかが分かるとよいと思います。 

 人を入れることだけでなく、⾧く働いてもらうことが大切ですし、年齢構成だけでは新人が多いのか

経験者が多いのか分かりません。勤続年数など定着状況が分かる資料も示していただけるとありがたい

です。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

ありがとうございます。定着に係るご意見でしたが、事務局からはいかがですか。 

 

○相馬 課長補佐 

 定着率については、林業労働実態調査に関係する調査項目があります。こちらでは、新規就業者の年

度末の離職状況というのを調査しておりまして、前回の令和５年度調査では、15.9％とそれまでより改

善をしておりますが、これまでは概ね20％から25％程度で推移しているという状況にあります。 

 

○宮田 林業振興担当課長 

補足しますと、今説明したのは資料５ページの「新規参入者の状況」についてです。令和５年度は新

規参入者が207人おり、その方々が年度末まで就業を継続しているかを令和６年度に調査した結果、約

16％が離職していました。また、令和元年度から令和５年度までの過去５年間の平均では、約23％が就

業開始から１年以内に離職している状況となっています。 

厚生労働省が公表している新規学卒者の３年以内離職率は30～40％となっており、林業だけが特別に

離職率が高いわけではありませんが、会社に入った方が早期に離職してしまう、ミスマッチは、一定程

度起きているという点は、ご指摘のとおりだと思います。 

北森カレッジでも、過去５年間で約150名を道内の林業・木材産業に送り出していますが、一定数離

職が発生しています。卒業後の状況を細かく把握する機会は多くありませんが、再就職の相談に来る学

生からは、人間関係を挙げるケースが多くあります。学院としても林業・木材産業関係企業への再就職
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を支援していますが、一定数は業界を離れてしまうため、ミスマッチを防ぎ定着を促進することが重要

だと考えています。 

 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 

 人を採用しても別の人が辞めてしまえば、会社として技術や経験の蓄積にはつながりません。10年、

15年先を見据えると、経験者の育成・確保は重要であり、新規参入者を増やすだけでなく、いかに辞め

ずに働き続けてもらうかという定着率の向上についても考えていく必要があると思います。 

 

○宮田 林業振興担当課長 

 ベテランで経験がある方が、⾧く働く事が出来る環境が望ましいのは、そのとおりだと思います。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

南社⾧がお話しされたのは、若手も含めて人は入ってくるけれども、それが入れ代わり立ち替わりで

あれば意味がないということだと思います。本当は労働経験年数を問えればいいのでしょうけど、そう

いう統計調査はしていないということですか。 

 

○宮田 林業振興担当課長 

離職者の細かい状況は把握していません。勤続年数ごとの構成割合については林業労働実態調査で把

握・公表しています。ただ、離職された方の詳細を把握することは難しく、ベテランの方が多いのか、

若い方が多いのかといった点までは分析できていない状況です。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 ありがとうございました。情報をどう把握するかというのは重要ですので、事務局も含めて検討させ

てもらいたいと思います。 

また、本日は全道各地から、林業経営や林業労働者の確保に日頃からご尽力されている皆様にお集ま

りいただいています。苗木生産、素材生産、造林など、それぞれ異なる分野や地域で活動されている皆

様から、労働問題に限らず、統計では見えてこない現場の実情について、ぜひお聞かせいただきたいと

思います。 

 

○鹿内 参事〈くしろ西森林組合〉 

 資料８ページの北森カレッジの入学者数についてですが、開校後数年は定員を確保していましたが、

近年は定員割れが続き、ここ２年は18名と、定員の半数を下回る数字になっています。この結果につい

ては、何かはっきりとした理由があるのでしょうか。 

 

○相馬 課長補佐 

 主な理由として、これまで一定の入学者を確保出来ていた農業高校において、進路が多様化し、進学

や、林業以外の業種への就職を選択する学生が増えていることが一因と考えています。 

 林業以外でも、今あらゆる業界で人手不足であり、人材獲得競争になっているところもありますので、

北森カレッジへの進学者が減少しているのではないかと考えております。 

 

○宮田 林業振興担当課長 

 開校当時は民間のマスメディアにも多く取り上げられ、ニュースなどで紹介される機会がありました
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が、その後は民間主導による情報発信が難しく、認知度の向上が課題となっています。今後は、北森カ

レッジという林業・木材産業を学ぶ道内唯一の学校があることを、より多くの方に知っていただく機会

を増やしていく必要があると考えています。 

 

○鹿内 参事〈くしろ西森林組合〉 

 私も常日頃林業に携わり、木育を扱うようなイベント等にも参加しておりますが、林業そのものの知

名度の低さを肌で感じています。 

 木育イベント等で関わる、高校生や中学生よりもっと小さな子供達に、林業という仕事があることを

広めることができたらなと感じることがあります。例えば、林業のプロモーション映像を制作し、各種

イベント等で流すことができれば、林業はこういうことをしているのか、という関心を子供たちに持た

せられるのではないでしょうか。 

 農業だと、多額の予算を使って、TV番組があります、そこまでは難しいと思いますので、小さなとこ

ろからPRできたらいいなと思っています。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 ありがとうございました。ほかにございますか。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉 

 弊社は、素材生産と造林をしております。素材生産が年間約4.7万㎥で、造林のうち下刈りが200ha～

300haぐらいやっており、今現在社員が32名程度です。新人は入って来ますが、その教育に多くの時間

を要しているため、北森カレッジからインターンシップの受入依頼をされても、緑の雇用研修生を教育

するだけで手一杯であり、インターン生の指導を行う余裕がない状況です。 

 弊社は、比較的順調に人を増やしていたのですが、人が増えると人間関係の問題が生じてきます。こ

れまでは定着率は高かったのですが、去年の暮れから今年にかけて複数名離職しており、コミュニケー

ションに関する教育を行っておりますが、人材の定着には難しさを感じています。 

 私の地域で言えば、他の産業と比較して賃金は高いので、若い人たちはそれが魅力で入ってきてくれ

ているのが現状です。実際になぜ弊社に来たかと聞くと「賃金が高いから」との回答があります。 

 そういう人達が未経験で入社し、仕事を覚えるまでは在籍するものの、最終的に人間関係等で辞めて

しまうというのは、ある程度仕事を覚えてくれて資格まで取ったのに大変もったいないなと感じていま

す。今後、どうすればこの課題を乗り越えていくことができるのか、ということが重要だと思っていま

す。 

 

○髙篠 代表取締役〈堀川林業株式会社〉 

渋谷社⾧にお伺いしたいのですが、離職された方は、林業関係の別の会社へ転職されることが多いの

でしょうか。それとも、他業種へ転職されるケースが多いのでしょうか。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉 

 中堅で辞めた方は、技術もあるのでまた別の林業会社に行くことがあります。今回、入社して３年目

の方はIT企業へ転職しまして、今はITの給料が高く、そちらに挑戦してみたいという理由でした。ほか

には、林業は大変だということで異業種へ転職する方や、転職先を明かさず退職する方もいます。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 
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 ありがとうございます。 

 髙篠社⾧からも、御社の状況等お話しいただいてもよろしいですか。 

 

○髙篠 代表取締役〈堀川林業株式会社〉 

 弊社の現状について、採用にあたっては、ありがたい話でコンスタントに入っていただけています。 

 岩見沢農業高校さんの森林科学科から入っていただいているのが、ここ最近ではメインになっており

まして、現在では社員のうちの３分の２から４分の３近くがそこの卒業生となっています。これは振興

局が音頭をとって説明会等を年に２、３回程開催していただいているところが大きく、そこから会社見

学等に来ていただいたりして実績につながっているという実感があります。 

 そのほかには、引き抜きのようなこともあり、どう対応するかということも課題と思っています。北

海道新幹線の延伸工事や札幌市内のビルの建て替え、再開発等で土木建設業の景気が良いという話が一

部あるようです。 

 弊社の従業員も、友達などからそういった業界の話を聞いて、「お前それだけしかもらえないのか、こ

っちだったら簡単に倍稼げるぞ」みたいなことを言われてしまったりします。 

 弊社は、ベテラン社員の年収が400万から500万円くらいなのですが、頑張れば600万円、700万円を目

指せる業界にしていかなければ、これからの人材確保は厳しくなると思っています。聞くところによる

と、北海道新幹線の工事では、資格を持つ特殊オペレーターは20代前半でも年収1,000万円を超えるこ

とができるという話もあり、北海道内では土木建設業界に人材を持っていかれている実感があります。 

 その上で、林業業界の年収はどのぐらいが適切かという話は難しいところですが、気が利いて頑張れ

る人であれば現場作業員でも600万円、700万円が見えてくるというように、多少の夢がないと北森カレ

ッジの入学者数確保も含めて厳しいのではないかと考えます。 

 ほかにも、山仕事の素晴らしさをアピールするにしても、そこだけに頼って給料は安いとなると、働

きがいは大事だとは思いますが、収入とやりがいのバランスを考えつつブラッシュアップしていかなけ

れば、他の産業に負けてしまうと最近思っています。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 堀川林業は会社が三笠市ですので札幌市から近いこともあり、ライバルも多そうですね。赤坂木材が

ある留辺蘂とはまた違う事情がありそうです。 

 松永社⾧、お願いします。 

 

○松永 代表取締役社長〈株式会社サトウ〉 

 弊社は製材工場を経営しており、数年前から一部苗木の生産も始めておりますが、常に考えているこ

ととして、林業業界も林産業界も給与面では他産業に大きく遅れをとっていると感じています。 

 そのため、弊社でも是正に取り組んでいますが、企業単独でできることには限界があり、できること

といえば、製品価格への転嫁しかないです。ここ数年は市場環境にも後押しされ、価格転嫁が一定程度

実現できたことから、従業員の所得改善も進められました。 

 基本給を大幅に引き上げることは難しいので賞与を手厚くするやり方を取っており、ここ5年くらい

で一番出した年ではボーナスを5.5ヶ月分出しました。これくらい出すと人が人を連れてくるようにな

り、従業員から「友人がここで働きたいと言っている」という話も出てきました。 

 もう１つ重要なことは休日数だと思います。弊社はスマホの求人サイトに登録しているのですが、求

人検索には「年間休日120日以上」という項目があり、弊社の求人はこの項目に弾かれて表示されない

ことがあります。近年はハローワークではなく求人サイトで仕事を探す人が増えているため、求人サイ
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ト経由で応募する方はいるものの、休日数を条件に検索する求職者には情報が届かず、応募機会を逃し

ていると感じています。 

 ほかには、残業を嫌う傾向が強いということもありますので、働き方改革を進めております。その結

果として生産量は減少してしまいますが、それでも進めていかなければならないと感じております。 

 人間関係についても課題があり、弊社では現場に約75～80名の従業員がいますが、毎年約10名が退職

し、ほぼ同数を採用しており、先ほども話に上がった定着率についても課題があります。 

 十勝管内では、高校卒業予定者の就職希望者が約300人である一方、企業側の求人は約1,000人分ある

状況です。そのため、高校を訪問しても、「既に企業が決まっているため紹介できない」と言われること

も多く、高校新卒者の採用は非常に難しくなっています。帯広農業高校からインターンシップを受け入

れていますが、近年は女子生徒が多く参加しています。当初は男性の方が現場に適していると考えてい

ましたが、女性も現場で十分活躍しています。 

 総括すると、他産業と比較して賃金や休日数の面で見劣りしている限り、就職希望者から選ばれにく

い状況が続くと考えています。安全対策や仕事のやりがいも重要ですが、まずは就職先として選択肢に

入る環境づくりが必要ではないかと考えています。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

ありがとうございます。 

ご紹介頂いた若い方の話は苗畑ではなく、製材工場の方々ですか。 

 

○松永 代表取締役社長〈株式会社サトウ〉 

 現在、苗畑部門に若い従業員はほぼおらず、シルバー人材センターの方が多いです。その方たちは非

常に仕事ができるのですが、若い従業員をその中に入れると、シルバー人材センターの方との間で様々

なギャップがあるので、人材育成の難しさを感じています。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉 

 事務局に質問です。林業労働実態調査の中に、給与所得に関する項目はありますか。あれば、何歳で

年収は幾らといった数字は、掴んでいるのでしょうか。 

 

○宮田 林業振興担当課長 

 現在の調査では日給ベースの賃金は把握していますが、賞与や各種手当を含めた年収までは把握でき

ていません。年収ベースで把握することが望ましいものの、過去からのデータの蓄積の必要性があり同

様の項目になっている他、回収率をあげるため比較的簡易に回答できるよう調査していることから、そ

こまで詳細な調査は行っていない状況です。 

一方、新たな森林・林業基本計画では、令和４年の林業従事者の平均年収361万円を、全産業平均の

458万円に引き上げる指標を新たに示し、物価が上昇する中、所得水準の向上は、業界全体の課題であ

ると認識しています。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉 

 例えば、「20代の素材生産従事者の平均年収はこの程度」といった目安が示されると、自社の給与水

準との比較ができ、採用活動などにも活用しやすいと思います。 

 

○宮田 林業振興担当課長 
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 年齢別の賃金の目安を一律に示すことは難しいかもしれませんが、例えば、北森カレッジの合同企業

説明会では、各社の賞与や待遇などが採用企業側にも分かる形で示しています。これも北森カレッジが

できたからこそできる取組だと考えておりますが、ご提案の趣旨は理解できますし、国も指標を出しま

したので、道として何ができるか検討していく必要があると考えています。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 渋谷社⾧がおっしゃったのは、いわゆる賃金カーブのようなものが示せるとよいということだと思い

ます。森林・林業白書でも、30歳から50歳程度までの賃金カーブが他産業と比較してなだらかなことが

示されていますので、そのようなデータを参考にしながら検討していくことも必要かと思います。 

 

○松永 代表取締役社長〈株式会社サトウ〉 

 就業規則がはっきり分からない会社が多いのではないかと思っています。就業規則には、昇給の仕組

みや賞与、結婚や出産時の各種手当など、将来的な処遇が記載されています。しかし、そうした内容が

従業員やその家族に十分伝わっていないため、「この会社にいて将来大丈夫なのか」「今のうちに他社へ

転職した方がよいのではないか」と不安を抱くケースもあるようです。弊社でも過去にそのような話を

聞いたことがあります。こうした点も改善していかなければ、業界全体として人材確保は難しいのでは

ないかと考えています。 

 また、従業員10人未満の事業所では就業規則の作成義務がないため、実際には整備されていない事業

所も多いのではないでしょうか。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 北海道労働局の杉村課⾧、そのあたりいかがでしょうか。 

 

○杉村 職業対策課長〈北海道労働局職業安定部〉 

 ご指摘のとおり、就業規則は常時10人以上の労働者を使用する事業場で作成義務がありますが、10人

未満の小規模事業所では作成していないケースも少なくないと思われます。 

 しかし、法的な義務の有無にかかわらず、就業規則は整備し、従業員へ内容を示していただくことが

望ましいと考えています。労働条件や将来の処遇を明確に示すことで、従業員が安心して働くことにつ

ながります。そのため、雇用契約書をはじめ、労働関係帳簿なども含め、労務管理の基本となる書類を

適切に整備していただくことが重要です。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 このあたりについては、検討の中でまた発言いただける機会ございますので、議事を先に進めさせて

いただきたいと思います。 

 それでは、議事（３）「北海道の林業担い手対策の実績・評価」の説明をお願いします。 

 

○相馬 課長補佐 

 ～資料３に基づき説明～ 
 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 ただいまの説明について、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

第１期から取組を進める中で、支援メニューは充実してきており、その成果が先ほど事務局から説明
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のあった北海道の林業労働の現状に関する各種データにも表れているという理解でよろしいでしょう

か。この点も含めまして、ご意見等がございましたら、後ほどの意見交換の際にお聞かせいただければ

と思います。 

それでは、議事（４）「北海道における林業労働対策の検討方向」についてです。林業労働の現状や課

題、道事業の実績・成果等を踏まえ、今後の取組についての方向性の検討となります。昨日、皆様のお

手元に資料をメールでお送りしておりますが、本日の議事の中でも最も重要な部分になりますので、ぜ

ひ忌憚のないご意見をいただければと思います。 

それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

 

○相馬 課長補佐 

 ～資料４に基づき説明～ 
 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 資料の右欄、取組案については、令和６年度から７年度にかけて私も座⾧を務めました「北海道森林

づくりの担い手対策検討会」において、第６期計画の振り返りと、今後道に求める具体的な取組につい

て提言を行っており、その提言を踏まえた形で整理されているかと思います。 

 また、本資料は、第６期からの情勢の変化等を踏まえた新たな取組、または強化すべき取組のポイン

トを示したものと承知していますが、基本計画の構成は、参考資料１の第６期計画概要のとおり、第２

に「動向」があり、第３に「基本方針」、第４と第５で「事業体の目標」と「道の施策」がそれぞれ記載

されますので、本資料の左側が第２、中央が第３、右側が第４と第５の項についての、改正にあたって

のポイントになろうかと思います。 

ぜひ皆様からご意見をいただければと思います。事業体のお立場から、佐々木理事⾧、いかがでしょ

うか。 
 

○佐々木 理事長〈上川中部森林整備事業協同組合〉 

 まず、資料４の取組案ですが、右上の一番上に「定期雇用等を含む」とありますが、ここは思い切っ

て「通年雇用」という言葉を入れてみてもいいのではないかと思います。実際、ハローワークに季節雇

用の求人を出しても、何年たっても応募が来ないのが現実です。ハローワークの担当者からも、「通年雇

用じゃないと応募は来ない」と言われるような状況です。  

また、これから特に懸念されるのが造林など夏場の事業の人材不足です。ここ５年くらいでかなり危

機的な状況になるのではないかという危機感を持っています。そのため、林業だけという考え方ではな

く、もう少し人材確保の視野を広げる必要があると思います。例えば、スマート林業やITに対応できる

人材、多様な重機の整備ができる人、機械いじりが好きな人、ドローンを使って解析できる人など、さ

まざまな分野の人材を雇用し、現場で作業しながらそうした業務にも取り組んでもらうというように、

輪を広げていくことも必要ではないでしょうか。 

また、労働環境の改善についてですが、「労働安全の向上」や「労働環境の改善」を掲げていることは

非常に良いと思います。やはり安心・安全な職場づくりが第一だと思います。一般の方や保護者の方か

らは、林業は安全面に不安があるという厳しい意見を聞くことがあります。今は大学生や大学院生の採

用でも、企業が保護者向けに採用通知を送るなど、保護者の理解を得ることまで含めて人材確保に取り

組んでいます。そうした状況を考えると、「安心して子どもを送り出せる職場」であることを示す取組が

必要ではないかと思います。 

休日についても、当協同組合は７社から構成されており、造林を行っている会社は３社おりますが、
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そのうち２社が完全週休２日制、１社が隔週休２日制となっています。これらは常識となってきており、

旭川近郊ではそうしないと人が集まりません。 

週休２日にすると、当初は工程が落ちるのではないかという心配もありましたが、まずはやってみよ

うということで取組を続けた結果、工程はむしろ上がりました。週末にしっかり休めることで体が楽に

なり、平日に体調不良で休む人も減りました。結果として生産性も向上しています。こうしたことは、

全産業では既に当たり前になっています。ですから、「労働環境の改善」の中に、休日の確保などについ

ても、もう少し踏み込んだ内容を盛り込んでもよいのではないかと思います。 

賃金についてですが、先ほど北海道の平均日額賃金が約１万６千円、林業では１万５千円弱という説

明がありました。一方、知人に息子が東京の一般企業に勤めている方がおり、賃金の話を聞いて見ると、

32-3歳くらいで日額換算すると３万２千円程度という話も聞きます。それだけ大きな差があります。も

ちろん林業でそこまで目指すのは難しいと思いますが、まずは北海道の全産業平均を上回ることを目標

として掲げるなど、賃金面についても方向性を示してはどうかと思います。 

安全な職場、労働環境の整備、そして賃金。この3点がしっかり盛り込まれれば、林業も変わっていく

のではないかと思います。 

最後に就業規則についてですが、当組合でも３年ほど前に研修を受けたことをきっかけに、社会保険

労務士へ見直しを依頼しました。その事務所には弁護士もおり、「一度弁護士にも確認してもらった方

がよい」と助言されました。従業員に不利となる内容が少しでもあれば問題になるため、実際にかなり

多くの箇所を修正しました。そうした意味でも、就業規則の見直しについても検討していくとよいので

はないかと思います。 

 
○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 私の方からまとめさせていただきます。大きく３点あったかと思います。 

 一つは最後にお話しされた内容ですが、親御さんが安心できるような安全な職場づくり、それから休

日をしっかり確保することが当たり前になってきており、それが結果的に生産性の向上にもつながって

いるということ、二つ目は賃金格差をどう縮小していくかということです。いずれも、他産業と比較し

たときに、林業をいかに魅力ある産業にしていくかという視点のお話だったと受け止めました。 

三つ目は、造林の危機的な状況についてです。これは、おそらく業界の皆さんも共通して認識されて

いる課題だと思います。その中で、いろいろなことができる人材を確保していく必要があるというご意

見だったと理解しました。 

その上で、最初にご指摘いただいた「定期雇用」という言葉ですが、この２年間の担い手検討会の結

果を踏まえて、あえてこの表現を用いたと私は認識しています。事務局から、この点について説明はあ

りますか。 

 

○宮田 林業振興担当課長 

定期雇用についてですが、短期間の就業やスポットワークを活用した働き方も含めて、人材を確保し

ていくという意味で書いています。一方で、やはり通年雇用でなければ、保護者の立場から見ても安心

して就職を勧められないという面もあります。多様な働き方ができる環境を整えつつ、「⾧く働いてい

ただく」ことを中心に労働力を確保していく考え方です。本文に落とし込む際には、「定期雇用」という

言葉を使うかどうかも含めて整理したいと思います。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

過去の議論では、いわゆるマルチワーカーのように、いくつかの仕事を組み合わせながら暮らしてい
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く若い人たちも増えているという話がありました。林業はどうしても季節性のある仕事もありますので、

そうした方々にも林業を担っていただけるような働き方を想定して、この表現にしていたと記憶してお

ります。ただ、「定期雇用」という言葉には、かつての季節雇用のようなイメージを持たれる可能性もあ

りますので、表現については改めて検討したいと思います。この資料に基づいて、全道の森林組合をご

覧になっている遠藤参事、いかがでしょうか。 

 
○遠藤 参事〈北海道森林組合連合会〉 

 全体を見て、取組案としてはこのとおりだと思います。 

 ただ一つ感じるのは、林業の資格制度などについてです。いろいろな制度が出てきていますが、「結

局、何を目指せばいいのか」という声をよく聞きます。今回も林業技能検定制度ができましたが、「フォ

レストワーカーやフォレストリーダーは何だったのか」というような意見もかなりあります。一体どの

方向に向かっていけばいいのかが分かりにくいということです。 

 森林施業プランナーについても同じです。我々も造林の方のプランナー事業を行っており、当初は林

野庁も非常に力を入れていて、「これからはこういう人材が必要だ」と強く打ち出していました。しかし

最近はあまり話題にもならず、関心も薄れているように感じます。そうした状況で本当にいいのかと思

います。制度には継続性が必要ですし、方向性をしっかり示さないと、外から見たときに「一体何をや

っているのか」と見えてしまうのではないでしょうか。 

北森カレッジにも、講義の関係で学生と話をする機会がありますが、技能検定などの資格についても、

「自分たちはどの資格を取ればいいのか」「資格を取ることで将来どういう立場になれるのか」と聞か

れることがあり、彼らも資格取得による自分のキャリアを描けていないように感じます。ただ、私自身

も「将来的にどういう位置づけになるのだろうね」と答えるしかなく、はっきり示せないのが正直なと

ころです。 

私は森林組合とは違い、現場の方と直接接する立場ではありませんが、森林組合から話を聞くと、組

合側も方向性が見えないため、働く人たちや協力事業体に対して説明しづらい状況があるようです。資

料に書かれている内容はどれも大切で、そのとおりだと思いますが、もう少し体系立てて整理し、目指

す方向が見えるようになるとよいと思います。例えば、私が就職ガイダンスに行ったときに、「北海道の

林業はこういう方向を目指していて、皆さんはこういうキャリアを描けます」と説明できるようになる

と、PRもしやすくなります。私たち一つの団体だけではなかなかそこまで整理できませんので、ぜひこ

のような場で方向性を整理していただけると、大変ありがたいと思います。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 ありがとうございます。貴重なご意見でした。 

佐々木理事⾧のお話とも重なると思いますが、一般の産業から見たときに、林業の制度や仕組みが分

かりにくくなっている面があるのだと思います。 

また、これまで様々な制度や施策のメニューが増えてきた中で、私も20数年、林業労働施策を見てき

ましたが、「あの制度はどうなったのか」「あれはどこへいったのか」と感じるものもあります。技能検

定が最終的な形なのかどうかについても、おそらく現時点では誰も言い切れないのではないかという感

覚があります。 

このあたりを計画の中でどこまで書き込めるかという点はありますが、今いただいたようなご指摘も

踏まえながら、今後、計画案の作成を進めていくことになると思います。 

事務局から、この点について何かありますか。 
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○宮田 林業振興担当課長 

 確かに資格制度は増えていますが、これまで林業労働者を客観的・体系的に評価する仕組みは十分で

はなく、⾧年働いても賃金が上がりにくいという課題もありました。そのため、キャリアを見える化し、

技能検定制度が創設されたものと認識しています。今回、国家資格として林業技能検定が創設され、チ

ェーンソー技能などを客観的に評価できるようになったことは、労働安全の向上にもつながる制度だと

考えています。資格制度を事業体が適切に利用し、処遇や賃金に反映していただくことで、より効果的

な制度になると考えていますので、受検促進にも取り組んで欲しいと思っています。 

また、プランナー制度や、フォレストワーカー、フォレストリーダー、フォレストマネージャーなど

も、能力や経験を踏まえ、キャリア形成を支援する制度です。計画での表現は今後整理したいと思いま

すが、こうした制度を積極的に活用していくという視点は必要だと考えています。 

 

○髙篠 代表取締役〈堀川林業株式会社〉 

 資格制度については、今まさに頑張りどころかなと考えています。現状では制度がいろいろと増えて

おり、正直なところ、弊社としては事務手続が増えるなど、負担の方が大きいと感じる部分もあります。

ただ、こうした資格制度そのものは大事だと思っています。 

現在は、資格取得者の数が、例えば入札や各種申請の際の加点要素にはなっていますが、その点数が

多少増えたとしても、それによって実際に仕事を受注できたという実感はあまりありません。そのため、

資格を取得するメリットが現場では十分に感じられていないというのが正直なところです。 

今後目指すべき姿としては、例えば弁護士や公認会計士のように、その資格を持っていることで一定

の評価や処遇が得られ、将来のキャリアや収入の見通しが立つような制度になっていけばよいと思いま

し、「この資格は取得する価値がある」と自信を持って勧めることができます。 

しかし、現状では「持っていれば少しプラスになる」という程度の位置づけにとどまっているため、

その点は課題だと感じています。いわゆる士業や、特殊クレーンオペレーターのような専門性の高い職

種を参考にしながら、資格取得が明確なキャリア形成や処遇改善につながる制度となれば、事業体にと

っても働く人にとっても、より意義のある制度になるのではないかと思います。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 かなりシビアな評価だと思いますが、結局のところ、その資格が労働者の処遇に結び付くかどうかが

重要なのだと思います。今はまさに、その瀬戸際にあるのではないでしょうか。今回の技能検定制度が

今後どのように定着し、活用されていくかによって、大きく変わってくるように感じています。 

技能士については、国有林の森林整備事業などで評価する仕組みが、今年度から導入されたと認識し

ています。そうした取組も踏まえながら、今後制度がどのように機能していくかを見ていく必要がある

と思います。今のご意見も踏まえて、北海道森林管理局の佐宗課⾧、いかがでしょうか。 

 

○佐宗 企画課長〈北海道森林管理局〉 

 入札の条件などでは、資格保有者を評価する仕組みもあり、その点については一定程度優遇している

ところではあります。ただ、事務手続が煩雑で負担になっているというご意見については、正直、これ

まであまり想定していなかった反応でもありました。 

本日いただいたご意見については、局内にも共有し、今後の制度運用の参考とさせていただきたいと

思います。 

 

○髙篠 代表取締役〈堀川林業株式会社〉 
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 昔とは時代が大分変わってしまったのかなと思います。 

 

○佐宗 企画課長〈北海道森林管理局〉 

 ご意見として承知いたしました。 
 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 

 基本の基本に立ち返って考える必要があると思います。若い人が入ってきても、すぐ辞めてしまうケ

ースが多い一方で、60代後半など年配の方が入ってきて、数年間しっかり働いてくれることもあります。 

先ほど親御さんの話もありましたが、大学を卒業した子どもが「種苗会社に就職します」と言ったと

き、親の立場として本当に安心して送り出せる業界なのか、そこを考えなければいけないと思います。

「せっかく大学を出たのに林業なのか」という見方をされる現状が、まだあるのではないでしょうか。 

種苗会社は畑作業が多く地味な仕事というイメージもあり、若い人には魅力が伝わりにくい一方で、

年配の方のほうが地道に頑張ってくれる傾向もあります。募集をしても若い人がなかなか定着しないの

は、そうしたイメージも影響していると思います。 

親御さんが「そこで働きなさい」と胸を張って勧められる職場なのか、これは林業全体の課題だと思

います。昔から林業に対するイメージは必ずしも良いものではありませんでした。自分の子どもが林業

会社で働くと言ったときに、「頑張ってこい」と自信を持って送り出せる業界になっているのかという

と、まだそこまでには至っていないと感じます。 

給料の話もありましたが、建設会社等に比べても、これだけ給料を払えますという強みを打ち出せて

いるかというと、まだ十分ではないと思います。 

だからこそ、制度や施策を考えることも大事ですが、その前に業界の基本的な部分を変えていかなけ

れば、結局は堂々巡りになるのではないでしょうか。 

また、休暇の取り方なども、種苗会社は時期による繁忙期が明確にあり、植栽や出荷の時期が決まっ

ているため、そうした時期に休暇を取得させることは会社としても難しい現状があります。 

社会全体から「林業は良い仕事だ」と認識され、一般の方も「子どもが林業会社に就職して良かった

ね」と言ってくれるような業界にならなければ、どれだけ制度を作っても根本的な改善にはつながらな

いと思います。皆さんはどうお考えでしょうか。 

私自身も人手不足を強く感じています。仕事はあるのに人がいない。今後、自分の会社も家族だけで

経営しなければならない状況になるかもしれないという不安があります。人が入って定着してくれるの

であれば、この仕事は決して悪い仕事ではないと言えますが、現状では経営者自身が、自分の身内に対

して胸を張って「林業で働きなさい」と言い切れない苦しさがあります。 

だからこそ、基本の基本から考え方を変えなければ、このような取組を積み重ねても大きな改善には

つながらないのではないかと思います。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉  

確かに、林業の立場からすると、「種苗会社は大変」という認識はあります。どこも苗木は不足しがち

なので、北見の我々も北斗市まで苗木を取りに行くこともあります。 

一方で、大学卒業の新卒者が何人も入っている種苗会社の事例も聞いた事があります。どういう取組

をされているのかまでは聞いていませんが、実際にそうした事例があるわけですので、そのような事例

を参考にするのはいかがでしょうか。 

 
○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 
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我々も給与面を考えて採用活動をしていますが、まず人が来ない状況です。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉  

我々の場合は、もう新卒では務まらないと思っているので、最初から新卒者は募集せず、中途採用を

中心にしています。先ほども申し上げましたが、我々の会社は地域の中では給料が比較的高いので、募

集をすると20代の中途採用者が来てくれる状況があります。そうした人たちに入社してもらい、自社で

教育を行いながら育成していく仕組みを、ここ10数年続けてきました。その結果、定着も進んできたと

いう事例があります。 

 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 

 我々も地域の造材業者と話をすると、そこには若い人が入ってきて、３年から５年働いているという

話も聞いたことがありますが、種苗会社ではそうした噂も聞こえてこないのが現状です。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉 

種苗会社は冬場の仕事がないのも影響しているのではないでしょうか。 

 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 

 北森カレッジの卒業生が働いており、冬は除雪の仕事をしてくれていますが、同様の求人をハローワ

ークに出しても人が来てくれない現状です。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉 

春から秋にかけて稼いで、ある程度の蓄えがある人に対して、冬に仕事に来てもらうのは難しいかも

しれません。 

 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 

 逆に70代の方から働かせてもらえないかと言う声があり、体に無理のない範囲で働いてもらうことは

ありますが、若い人は本当に来てくれません。 

 

○渋谷 代表取締役〈赤坂木材株式会社〉  

 こういった話は、地元ではなかなか出来なく、こういう場でないとできないのではないのでしょうか。 

 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 

 地元の社⾧同士で話をすることもありますが、定着が難しいという話も聞きますし、一方で⾧く働い

ている話も聞くことがあります。森林組合の傾向はどうですか。私の管内の森林組合では10年働いた人

が急に辞めたという話もありました。 

 

○鹿内 参事〈くしろ西森林組合〉 

 当組合の職員は、⾧く働いてくれています。私が気をつけているのは、日頃から従業員とよく会話を

することです。特に若い人に対しては、親のような気持ちで接するよう心掛けています。もちろん、そ

れでも辞める人は辞めますし、資料にもあるように、離職理由として人間関係が挙げられることがあり

ますが、これは今に始まったことでも、林業だけの話でもありません。ただ、そうした課題には向き合

っていかなければならないと感じています。 
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私の地域では、人手不足に関する調査を受ける機会がよくありますが、ここ５年ほどで若い経営者が

率いる林業事業体が増えてきました。若い社⾧のもとで若い従業員が一所懸命に働いていて、離職も少

ない印象があります。そうした若い経営者の皆さんが、どのように人材を集め、どのように従業員との

関係を築き、定着につなげているのか、話を聞く場があってもよいのではないかと思います。私のとこ

ろの社⾧も、現場が近いと顔を出してくれますし、「また一人増えるんだよ」と話していて、「どうやっ

て人を集めているのですか」と雑談の中で聞くこともあります。やはり、人間関係が大切で、人が人を

呼ぶということなのだと感じます。 

また、給与水準が高く、休日もしっかり確保されている事業体には人が集まるのだろうと思います。

一方で、周囲では人手不足が続き、⾧年勤めてきた人でも40代、50代で退職するケースも見られます。

以前であれば、その職場で定年まで勤めるのが当たり前という感覚でしたが、時代は変わってきていま

す。状況が変化し続ける中で、それぞれの事業体が今後どのように生き残っていくかを考えながら、こ

のような場で情報交換を続けていくことが大切ではないかと感じています。 

 

○南 代表取締役〈有限会社南山林種苗農園〉 

確かに、給料以外にも居心地の良さを重視して、⾧く働いてくれていた人がいたことを思い出しまし

た。ただ、我々からすると人が入ってきてからの教育・指導・定着の話より、人を確保しなければいけ

ない問題の方が切実なところです。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 いろいろなご意見をいただいたところですが、神成委員⾧、今までの話を聞いていかがですか。 

 

○神成 執行委員長〈北海道地方森林林業木材関連産業労働組合連合会〉 

 皆さんがおっしゃっているとおり、林業業界はどうしても他産業と比較される業界だと思います。周

りの産業では、賃金や休暇などの労働条件がどんどん改善されていますし、入札でも、週休２日制を導

入しているか、賃金を引き上げているかといった点が加点対象になるなど、そうした取組が評価される

ようになっています。林業業界全体でも同じように労働条件が改善されていけば、業界のイメージも変

わってくるのではないかと思います。 

私たちが実施したアンケートでは、これまでは賃金の上昇幅が小さく、技術を習得しても賃金が上が

るまでに５年、10年を要する状況でした。しかし、今年のアンケートでは、これまで大半を占めていた

年収400万円未満の層が減少し、年収400万円を超える人の割合が４割以上となるなど、賃金などの労働

条件は改善してきていると感じています。一方で、社会全体では転職やスキルアップを勧める情報が日

常的に流れており、若い人もそうした影響を受けています。そのため、定着に向けた対策は引き続き必

要だと考えています。 

 また、行政にもお願いしていますが、他産業と比べると、林業は普通作業員の労務単価が適用されて

おり業務内容に比べ労務単価がまだまだ低い現況です。そのため、労務単価を引き上げることや、造林

作業についても、炎天下で行う特殊性を考慮して特殊作業員として評価するなど、支援制度を見直して

いただきたいと思っています。そうした取組によって、業界全体が盛り上がっていくような施策を検討

していただきたいと考えています。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 本日は貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。この基本計画は、来年度以降の北海道の

林業労働力対策の基本となるものです。本当に現状の改善につながる内容となるかどうかは、重く受け
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止めなければならないと感じました。ご指摘のとおり、基本計画という性格上、細かな内容まで書き込

めるものではありませんが、本日いただいたご意見を踏まえて、計画案を作成していきたいと考えてい

ます。 

また、鹿内参事や渋谷社⾧からもお話がありましたが、うまくいっている事例や先進的な取組につい

て、業界の皆さんが意見交換できるような場があり、それぞれが前向きに取り組めるようになるとよい

と感じました。 

 さらに、人間関係についても多くのご意見をいただきました。現行の取組では「若手従事者のネット

ワーク活動」が該当する部分になると思いますが、皆さんがおっしゃっているのは、職場内での人間関

係という意味合いが強いと感じています。この点を計画の中でどのように表現するかについては、今後

検討していきたいと思います。 

最後に、南社⾧からお話のあった「業界として、林業が誇りを持てる仕事になっているか」という点

は、非常に重要な根本的なテーマだと受け止めています。計画のどこかで、その考え方についても触れ

ていきたいと考えています。 

改めまして、本日は貴重なご意見をありがとうございました。まだご発言されていないこともあるか

と思いますが、予定の時間が近づいてまいりましたので、このあたりで質疑を終了させていただきます。 

本日いただいたご意見を踏まえ、事務局において基本計画素案の検討を進めてまいりますので、引き続

きよろしくお願いいたします。 

それでは、次第の５「その他」について、事務局から何かありますでしょうか。 

 
○相馬 課長補佐 

 次回、第２回目の懇談会の日程について、８月５日（水）を予定しております。あまり間隔を空けず

に皆様にお集まりいただくこととなりますが、よろしくお願いいたします。次回の懇談会では、本日の

ご意見等も踏まえた、第７期計画の素案のベースをお示しして、意見をいただくことを予定しておりま

す。正式な開催案内につきましては別途通知いたしますのでよろしくお願いいたします。 

 

○早尻 教授〈北海学園大学経済学部〉 

 皆様の方でほかに何かございますか。それでは議事進行にご協力くださいましてありがとうございま

した。事務局に進行をお返しします。 

 

○畑中 課長補佐  

早尻座⾧ありがとうございました。 

では閉会にあたりまして、宮田林業振興担当課⾧より閉会のご挨拶を申し上げます。 

 

○宮田 林業振興担当課長 

本日はお忙しい中お集まりいただき、大変貴重なご意見を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。

本計画は平成８年度から続く取組であり、林業労働力対策にとって非常に重要な計画です。 

計画としては、どうしても平易な文章に落とし込むことになりますので、現場の皆さんの切実な思い

や課題をどこまで表現できるかという難しさもありますが、事務局としては、いただいたご意見を計画

に反映し、皆さんにお示ししたいと考えています。 

本日は、現場の状況や率直なご意見を伺うことができ、大変有意義な会議となりました。改めて感謝

申し上げます。次回は短い期間で再びご参集いただくことになりますが、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
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これをもちまして、第１回北海道林業労働力確保促進基本計画検討懇談会を終了いたします。本日は

お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございました。 


